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制度のかたち
・2020年2月26日から10月31日までの活動経費の一部
が補助される制度。

※団体が行うトライアル公演については、12月6日まで延長可能

→ 補助率：2/3～全額（後記）

補助金額：個人・団体あたり最大150万円
※個人：A①～20万円、A②～150万円、団体：B～150万円
※団体と個人（～10者）の共同申請可

・申請フォームに必要事項と必要書類を添付して申込み

→ 全てオンラインによる申請が可

・申請期間は、第2次募集：8月28日まで、と、第3次募
集：9月12日～30日の期間を残すのみ
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⽀援の流れ
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補助対象事業
（１）以下の①〜③のいずれかの取組

①国内外の観客、参加者等の回復・開拓

② 文化芸術活動の継続・再開のための公演・制作方法等の

検討・準備・実施 →「技術向上の取組」なども可！

③雇用契約の明文化等の経営の近代化

→ 経費の2/3または3/4、最大100万円

までが補助。実際の取組例は後ほど紹介！

（２）（１）と併せて行う、業種ごとの感染予防ガイドラインに即
した取組

→ いわばコロナ対策に要した費用が補助される（マ

スクや消毒液の購入など）。最大50万円（定額補助）。
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つまりこういう⽀援
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補助対象経費の例
①賃金 → 事業のために雇うアルバイトの賃金など

② 諸謝金 → 執筆料、招聘した指導者への謝金など

③ 旅費 → レッスンに行くための交通費・宿泊費など

④ 借損料 → 会場のレンタル費、機材のリース費など

⑤ 消耗品費 → 事業に必要なパソコン・モニターの購

入費など（各10万円未満のもの）

⑥ 会議費 → 会議の場で提供する飲料代

⑦ 通信運搬費 →   稽古場等までの機材輸送費など

⑧ 雑役務費 → 出演料、作品撮影・編集費など
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補助対象となる個⼈・団体

・個人は、統括団体（※）に所属していて、あるいは推薦を受けて、
統括団体から確認番号をもらえると、必要書類も少なくて済み迅
速ですので、要チェックです！

※ 全66団体が選定されています。統括団体一覧は文化庁ＨＰからご確認ください。

https://keizokushien.ntj.jac.go.jp/dl/jizenkakunindantaiichiran.pdf

・フリーランスを含む個人事業者のうち、直近3年間（2017年度
以降）で2回以上の文化芸術活動を行った方
※不特定多数の観客に対し対価を得て公演・展示等を行う者及びその制作に携
わっている者に限られます（実演家、技術スタッフなど）

・文化芸術団体（劇団なども含む）

※常勤の従業員の数がおおむね
20人以下（パート、委託、役員含まず）の団体に限る。
※法人格を有しないが、令和２年６月１日現在、団体
設立後１年以上の文化芸術活動実績を有すると共に、
規約等を有している団体も含まれます。
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事例Ａ（イベント参加、講座企画、購⼊）
【申請形態Ａ－①、舞台スタッフ】

・事業の名称

オンラインによる〇〇講座実施の試み

イベント「〇〇」を視察することによるコロナ禍での技術習得

・事業の目的と活動内容

(1)〇〇技術をリモートで講義する方法を研究するため、コン
ピュータシミュレーション・テレビ会議システム・動画配信サイト
を利用した、〇〇技術講座の企画・構成・モデル講座実施。

(2)コロナ禍における感染防止対策を実地にて学ぶため、イベ
ント「〇〇」を視察し、感染防止対策の実施の考え方と実際に
使われている技術を取材。
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事例Ａ（イベント参加、講座企画、購⼊）

【申請形態Ａ－①、舞台スタッフ】

・活動に伴う経費の説明

〇〇で開催されるイベントに参加するため、往復の交通費
と〇泊分の宿泊費を支出：45,000円

シミュレーション用ソフト、テレビ会議用カメラ・マイク・ス
ピーカー、ＰＣ機能拡充用増設モニター、グラフィックボード、映
像変換アダプターを購入：140,000円

テレビ会議システム使用料（月額2,000円）を5月から10月
までの6か月間支払う：12,000円

・申請合計額

147,750円（=197,000×3/4）
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事例Ｂ（クラス受講、ネット発信）
【申請形態Ａ－①、演劇】

・事業の名称

コロナ後に向けた技能向上のための自己研修・創作環境
の整備

・事業の目的と活動内容

コロナによる影響をうけないよう、オンライン上も演劇創作
の場とし配信事業を積極的に行なうため、自身の思想や表現
を自身の言葉で世界に向けて発信する必要がある。

そのためには英語の習得が急務であり、自粛期間中を英語
力向上のための自主研修にあてる。

同時に、劇場公演を再開させるために、感染症対策マニュア
ルを作成し、関係者に周知のための研修会を行う。
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事例Ｂ（クラス受講、ネット発信）
【申請形態Ａ－①、演劇】

・活動に伴う経費の説明

活動実績を広く公開するためのインタビュー収録費：インタ
ビュアー、ライターへの謝礼（雑役）：30,000円

インターネットを活用した技芸の研鑽のためのオンライン英
会話受講料（雑役）：200,000円（9月-10月、30回）

感染症対応のための研修会、消毒その他感染症対策のた
めの取組：先行事例リサーチ、対策会議参加、マニュアル作成
に対する人件費（雑役）：100,000円

・申請合計額

200,000円 ※上限20万円のため
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事例Ｃ（個⼈練習、購⼊、トライアル公演）
【申請形態Ａ－①、音楽】

・事業の名称

新型コロナウイルスによる公演開催規制緩和後に向けての
技能向上および活動継続に向けた取組

・事業の目的と活動内容

自粛期間中に延期又は中止となった公演の振替(無観客お
よびガイドラインに基づいた入場制限)公演に向けた個人練習
の継続。

また、感染拡大防止のための外出自粛により、自宅内の練
習環境の整備。また、演奏機会の減少によりPR機会が減少し
たため、PRの場として演奏映像を自ら編集しインターネット上
で公開。
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事例Ｃ（個⼈練習、購⼊、トライアル公演）
【申請形態Ａ－①、音楽】

・活動に伴う経費の説明

映像作成・編集にあたってのパソコンメモリ換装代：40,000
円、作業用パソコンデスク購入費：15,000円、録画用アダプ
タ・ケーブル類購入費：4,500円、録音用アダプタ・ケーブル類
購入費：2,000円

練習用音源ソフト代金：40,000円、楽器代：20,000円、機材
運搬費：8,200円、会場使用料：110,000円、リハーサルスタジ
オ使用料：4,500円、公演会場使用料：20,000円、衣装代：
17,000円、消毒用アルコール・マスク購入費：5,500円

・申請合計額

200,000円 ※上限20万円のため
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事例Ｄ（システム整備・開発）
【申請形態Ａ－②、演劇】

・事業の名称

ウィズコロナ時代の演劇作品をより効果的に上演する為の
音響システム整備、及び、最小限のスタッフで公演を行う為の
新たな音響・照明オペレーティングシステムの開発事業。

・事業の目的と活動内容

①ウィズコロナの時代における既存の音響システムの課題
の調査、及びそれに対応する新たなPAシステムの検討・構築。

②小劇場公演における音響・照明・映像のオペレート及び、
作品の収録(映像・音声)を1名で行えるシステムの検討・構築。

上記2点を軸に、今後長期間続くと考えられるコロナ禍にお
いて、音響スタッフという枠に囚われず継続して活動するため
の技能向上を目指す。
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事例Ｄ（システム整備・開発）
【申請形態Ａ－②、演劇】

・活動に伴う経費の説明

ウィズコロナの時代における新たなPAシステムの検討・構築。

消耗品費:1,530,000円

音響・照明・映像の操作及び収録を1名で行えるシステムの
構築。

消耗品費:413,000円、雑役務費:100,000円

・申請合計額

1,500,000円 ※上限150万円のため
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申請の流れ①

上限額20万円のＡ
－①、上限額150万
円のＡ－②、小規模
団体として応募する
Ｂ（上限額150万円）、
団体と個人が集まり
申請する共同申請、
の4パターンが存在
する。希望に応じて
選択。

※申請後に変更す
ることは原則不可な
ので注意！

ステップ１ 仮登録申請
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申請の流れ②
・送信すると入力したメールアドレス宛にログインＩＤが送られてきま
す。

ステップ１ 仮登録申請

・ログインＩＤを用いて、パスワード登録を行います。
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申請の流れ③
ステップ２ 必要書類の準備

〇個人・団体共通

・補助の対象となる条件を証明する資料（美術、写真、茶道・
華道、書道、国民娯楽、施設の設置・管理者として申請する場
合のみ）

・事業計画書（Ａ－①については求められた場合のみ）

〇個人の場合

・本人確認書類（運転免許証、個人番号カードなど）

【以下、統括団体の確認番号（前述）がない場合】

・事業収入証明書（直近の確定申告書、持続化給付金の給
付がわかる資料など）

・活動歴を確認できる書類（活動実績が載っているチラシな
ど）
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申請の流れ④
ステップ２ 必要書類の準備

〇団体の場合

【以下、令和元年、２年度に文化庁or日本芸術文化振
興会での採択実績が無い場合】

※採択実績ありの場合は、上記個人・団体共通の書類のみでOK。

・定款、寄付行為等の規約

※任意団体の場合は以下の①から③が明記されている規約が必要

①団体の意思を決定し執行する組織が確立されていること、②自ら経理し監
査する等の会計組織を有すること、③団体活動の本拠としての事務所を有する
こと

・団体概要、組織図（人数がわかるもの） ※任意様式

・直近の財務諸表（貸借対照表、正味財産増減計算書又は
損益計算書）

・登記事項証明書（任意団体は除く）

・公演等実績資料（活動実績がわかるチラシなど） 19



申請の流れ⑤
Ａ－①とＡ－②は
共通。Ｂについては
次のページ。

分野、氏名、フリガ
ナ、生年月日、統括
団体による事前確
認番号の有無、住
所、電話番号など
を入力。

ステップ３ 基本情報入力（個人）
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申請の流れ⑥
Ａ－①とＡ－②は
共通。Ｂについては
次のページ。

分野、団体名（フリ
ガナ）、代表者情
報・氏名（フリガナ）、
団体・住所、団体・
電話番号、担当者
氏名（フリガナ）、文
化庁の事業の採択
実績の有無などを
入力。

ステップ３ 基本情報入力（団体）
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申請の流れ⑦
ステップ４ 事業概要入力

・事業の名称

・事業の目的と具体的な活動内容

・事業実施期間／事業実施のスケジュール

につき入力

【記入イメージ】※A－①の場合
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申請の流れ⑧
ステップ５ 事業内容入力

取組内容につき（１）①～③、（２）を選択した上で

・活動に伴う経費の説明

・活動経費 につき入力

【記入イメージ】（１）①の場合

①に関連する
が上記どれに
も当てはまら
ない場合には
、その他を選
んだ上で自由
入力が可能

※A-2、B、共同申請の場合は別途「経費明細計算書」を作成する必要があります（後述）
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申請の流れ⑨
【記入イメージ】（２）の場合

※ちなみに枠が狭くて入力しにくい際は、枠の右下をカーソルで引っ張ることで
枠を大きくすることが可能
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申請の流れ⑩
※事業概要等入力時の注意

したがって、事前に入力項目を確認の上、Ｗｏｒｄなどの別ファイルに申請
内容を準備した上で、申請フォームへの入力を始めていただくことをお勧
めいたします。

一度入力を始めると、必要書類添付も含めて60分以内に全て入力する
必要があります。
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申請の流れ⑪
※Ａ－②、Ｂ、共同申請の場合は、別途「事業計画書」「経費明細計算書」
を作成いただく必要があります。

事業計画書についてはこちらの文化庁のWebサイトにエクセル書式及び
記入例の記載がありますので、ご確認ください。
（「文化庁継続支援事業 申請方法」で検索）
https://keizokushien.ntj.jac.go.jp/procedure/
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申請の流れ⑫
ステップ６ その他の事項

・前払い希望の有無を入力 ・振込口座情報の入力
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申請の流れ⑬
ステップ７ 必要書類の添付

・ファイル添付できる場所が３つしかないので、データはあら
かじめＺＩＰやＰＤＦでまとめておく必要があります。

・事業概要の入力を始めると一時保存のようなことができな
いので、必要書類は揃えてから入力を開始されることをおす
すめします。

ステップ８ 宣誓書の内容を確認して送信！
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